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記録

ベ ン ケ イ ガ ニ 科 の ニ ン ジ ャ ベ ン ケ イ ガ ニ
Shinobium trapezoideum (H. Milne Edwards, 1837) 
は , インド洋東部からフランス領ポリネシアま
での熱帯 ･ 亜熱帯域に広く分布し (Naruse & Ng 
2020), 日本国内における生息地は沖縄島 , 石垣
島および西表島とされている ( 豊田 ･ 関 2019). 
このうち沖縄島と石垣島は標本に基づいた記録
であるが ( 前之園 ･ 成瀬 2016; 村田 2017; Naruse 
& Ng 2020), 西表島については前之園 (2017) が

「未発表」とした情報に限られ , 標本や写真など
客観性のある根拠は示されていない . 本稿では , 
西表島から採集されたニンジャベンケイガニの
標本を報告し , 同島からの記録の根拠とした . 
なお , 前之園 (2017) による情報は , この標本に
基づく観察事例である . 

本稿で報告した標本は , エタノール液浸標
本として琉球大学博物館 ( 風樹館 ) (RUMF: 

Ryukyu University Museum, Fujukan) に収蔵され
ている . なお , 保全上の観点から具体的な河川
名は省略した .

Shinobium Naruse & Ng, 2020
ニンジャベンケイガニ属 ( 新称 )
Shinobium trapezoideum (H. Milne Edwards, 
1837)
ニンジャベンケイガニ
( 図 1)

採集標本 . RUMF-ZC-5564, 1 雌 ( 甲長 24.3 mm, 
甲幅 23.1 mm), 西表島の河川 , 2015 年 8 月 15 日 , 
前之園唯史 ･ 佐伯智史 ･ 石田憲採集 . 

確認状況 . 標本の個体は夜間に発見 ･ 採集さ
れた . 確認環境は , 河川の感潮域上端から約 50 
m 上流の淡水の早瀬区間であり , この個体は急
流が当たる石と石の隙間に潜んでいた .
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図 1. 西表島産のニンジャベンケイガニ . RUMF-ZC-5564, 雌 , 甲長 24.3 mm, 甲幅 23.1 mm.
Fig. 1. Shinobium trapezoideum (H. Milne Edwards, 1837) from Iriomote-jima Island. RUMF-ZC-5564, female, 
carapace length 24.3 mm, carapace width 23.1 mm.
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Abstract. The record of Shinobium trapezoideum 
from Iriomote Island was previously based only on 
unpublished information. The presence of a voucher 
specimen with previously unpublished information, 
deposited in the Ryukyu University Museum, 
Fujukan (RUMF), is here documented.
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2 [Record] Maenosono et al.: Shinobium trapezoideum from Iriomote-jima.


